






 

目的 

 本院では院内で出生するすべての新生児を,新しい管理方式のもとに出生後

間もなくから新生児専攻の小児科医が管理診療し,ハイリスク因子の把握,異常

症状の早期発見,疾病の適格な処置に努力しており,その結果は未熟児,呼吸障

害,高ビリルビン血症,代謝障害その他多くの面で効果を挙げている。しかし日

常の実感として,先天奇形の 1つである心疾患については,病型にもよるが必ず

しもそうとはいかずまた新生児を過ぎても気が抜けない症例が多いように思わ

れていたが,症例をまとめ分析したことはなかった。 


